
 

・この度は、アシストレール ASR 型をお買い上げいただきありがとうございます。 
この説明書はお読みになった後、必ずお客様にお渡しください。 

 
 設置イメージ  

 

 

 

 

 

 部品明細  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※②、⑦、⑧は注文内容によってはない場合があります。 

 

 納まり図  

 

 

 

 

 

 

 

 

アシストレール ASR 型 取付・取扱説明書 
 

P1 

 

 

番号 部品名称【品番】 備考

①

直線ﾚｰﾙ
【ASR-HR20】

・定尺寸法
　2000mm

②

ｶｰﾌﾞﾚｰﾙR1000
【ASR-HR10R】 ・標準R1000mm(1/4円)

※M10×20六角ﾎﾞﾙﾄ2本
　ｶｰﾌﾞﾚｰﾙ用ﾌﾟﾚｰﾄ2個付属

③

ランナー
【ASR-2WH】

・吊穴φ20mm

④

ブラケット
【ASR-BR】

※ﾌﾞﾗｹｯﾄの取付ねじは
　付属していません
　推奨取付ねじ：M12
※M10×30六角ﾎﾞﾙﾄ2本
　φ3×30波型ﾋﾟﾝ2個付属

番号 部品名称【品番】 備考

⑤

ストッパー
【ASR-ST】

※M8×65六角ﾎﾞﾙﾄ1本
　M8袋ナット1個付属

⑥

エンドキャップ
【ASR-EC】

※呼び4×14皿ﾀｯﾋﾟﾝ
　2本付属

⑦

後付ﾌﾞﾗｹｯﾄ200
【ASR-ABR20】 ・形鋼の幅

　100～200mmに設置可能
・形鋼の厚み
　8～22mmに設置可能

⑧

後付ﾌﾞﾗｹｯﾄ300
【ASR-ABR30】 ・形鋼の幅

　201～300mmに設置可能
・形鋼の厚み
　8～22mmに設置可能



【取付手順 １】 ブラケット、レールの取付 （後付ﾌﾞﾗｹｯﾄを使用する場合は P4 から確認してください。） 

 ●ブラケットの取付け 

① 壁付け、天井付けに合わせて躯体に取付位置を罫書く。（取付ピッチは 2000mm） 

 

 

 

 

 

     ※取付ピッチ 2000mm 以下になる場合は短くした分、レールも切断する必要があります。 

（レールを切断した場合φ11 穴あけ必要。穴あけ寸法は右図参照） 

 

②  ブラケットを躯体に取付ける。（推奨ねじ M12） 

 

 ●レールの取付け （レール取付前に【取付手順 ２】のストッパーのφ8.5 穴加工を行うことをお勧めします。） 

①  ブラケットのレールを取付ける方の穴に M10×30 の六角ボルトとブラケット用プレートを仮付けする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② レールの両端部の溝にﾌﾞﾗｹｯﾄ用ﾌﾟﾚｰﾄを差し込み、レール端部φ11 の穴に六角ボルトを通して締め付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P2 

 

M10×30 六角ﾎﾞﾙﾄ 

ﾌﾞﾗｹｯﾄ用ﾌﾟﾚｰﾄ 
六角ﾎﾞﾙﾄの先端はﾌﾞﾗｹｯﾄ用ﾌﾟﾚｰﾄより 

出ないように仮付けする 

100mm 程度レールを差し込む 

レールを回転させてもう一方の端部にﾌﾞﾗｹｯﾄ用ﾌﾟﾚｰﾄを差し込む 

⚠必ずレール端部の φ11 の穴に 

六角ボルトの先端を差し込み締め付ける 

ブラケット右側に取付け ブラケット左側に取付け 

ブラケット 

レール上面図 



③ レールのジョイントする方の端部にφ3 波型スプリングピンを取付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① →② →③の順で継続してレールを連結してください。 

 

【取付手順 ２】 ストッパー、エンドキャップの取付 （取付手順２ の前にランナーをレールに入れてください。）    

・端部の納まりは以下の２種類が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ストッパーの取付け 

① ストッパーをレールに入れる。 

② レール側面の V 溝に任意の位置でφ8.5 の貫通穴を明ける。 

③ 右図のように M8×65 六角ボルトと M8 袋ナットを組み付ける。 

④ 取付けた M8 六角ボルトにストッパーを当ててストッパーを固定する。 

 

●エンドキャップの取付け 

   ・M4×14 皿タッピンでレールに取付ける。 

 

 

 

 

 

P3 

 

スプリングピンが出なくなるまで打ち込む ⚠連結の際は必ずマイナスドライバー等でピンをずらして連結 

パターン① パターン② 

M4×14 皿タッピン 



【カーブレールの取付手順】  ※購入に応じてご参照ください。                         

① カーブレールの中央付近にブラケットを以下の部材で仮止めする。 

 

 

  

 

 

 

 

 

② 【取付手順 １】の［●レールの取付け］②と同様にレールを連結する。 

③ カーブレール中央のブラケットを躯体に取付け、M10 六角ボルトを必ず締め付ける。 

 

【後付ブラケットの取付手順】  ※購入に応じてご参照ください。                                 

① 形鋼にクランプをひっかける。【後付ブラケットのピッチはブラケットのピッチと同じ（2000mm）】 

 

 

 

 

 

 

② M10 六角ボルトを形鋼に当てたまま、ボルトを締め付ける。 

 

 

 

 

 

 

③ M10U ナットを締め付ける。 

 

 

 

 

 

 

④ M12U ナットを緩めてブラケットを取付ける。（ブラケットは形鋼の幅以内で左右調整が可能） 

 

 

 

 

 

⑤ 【取付手順 １】の［●レールの取付け］①から順にレールを取付ける。 

P4 

 

クランプ ⚠ボルトを形鋼に当てる 

⚠ボルトを形鋼に当てる 

M10 六角ﾎﾞﾙﾄを 

確実に締め付ける 

M10U ナットを締め付ける 

M12U ナットを締め付ける 
形鋼の幅以内でブラケットの左右調整が可能 

⚠板ナットはレールの溝に入れる 

仮止め位置イメージ図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P5 

 

●１つのレールに対して、作業者は 1 人までの作業にしてください。 

●ブラケットの取付ボルトにガタツキや緩みが生じないように、ハードロック等の緩み止めの措置を施してください。 

  また、施工後にガタツキや緩みが生じた場合は放置せず、必ず締め直してください。 



 

●日常点検 ： 作業前にチェックリストの項目について点検してください。※定期点検（年 1 回以上） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※【廃棄基準】に該当した場合は、部品交換をご用命ください。 

  ���使用中に製品に異常があれば、直ちに使用を中止して再点検を行ってください。 

 

 

 

 

 

DA-25-1 

P6 

 

アシストレール ASR 型 メンテナンスについて 
 

点検部分 点検事項 点検箇所 廃棄基準

① レール
レール走行面などに
変形がないか

ランナーが移動しないもの
また、走行に支障をきたすもの

② ストッパー
ｽﾄｯﾊﾟｰｺﾞﾑの破損、
取付けﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄに
緩みがないか

ストッパーのゴムが破損
また、取付ボルトに変形が
あるもの

③ ランナー
ランナーの走行性に
異常がないか

ランナーに変形や車の割れが
あるもの

④ ブラケット
ブラケットに変形、
取付けボルトに
緩みがないか

ブラケットに変形があるもの

⑤ 後付ﾌﾞﾗｹｯﾄ
後付ﾌﾞﾗｹｯﾄに変形、
取付けﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄに
緩みがないか

後付ﾌﾞﾗｹｯﾄに変形があるもの
また、取付けボルト・ナットに
緩みがあるもの

変形がないか 

破損がないか 

緩みがないか 

変形がないか 

緩みがないか 

緩みがないか 

変形がないか 

割れがないか 

変形がないか 


